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も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国
民
運
動
と
は
、

製
造
現
場
の
改
善
活
動
を
通
じ
て
、
企
業

の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
、
日
本

全
国
に
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
経
済
産
業
省
で
は
、
こ
の
運
動
を
推

進
す
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、
平
成
27

年
度
か
ら
、「
カ
イ
ゼ
ン
指
導
者
育
成
事
業

﹁
も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国
民
運
動
﹂の

 
展
開
に
向
け
て

図表1　日本の産業における製造業の位置づけ
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（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
対
策
事

業
の
内
数
）」を
立
ち
上
げ
、今
年
度
は
11
の

民
間
団
体
等
の
取
組
を
後
押
し
し
て
い
る
。

国
内
で
の
も
の
づ
く
り
の
再
評
価

　

日
本
国
内
の
製
造
業
を
マ
ク
ロ
デ
ー
タ

で
み
る
と
、日
本
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

に
占
め
る
製
造
業
の
割
合
は
2
0
1
3
年

に
は
18
・
5
％
と
、10
年
前
の
19
・
5
％
と

比
較
す
る
と
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
サ

ー
ビ
ス
業
に
次
ぐ
高
い
比
率
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
製
造
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
や
卸・

小
売
業
と
い
っ
た
他
産
業
へ
の
波
及
効
果

が
高
い
。
生
産
波
及
の
大
き
さ
は
全
産
業

が
1
・
9
3
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
1
・
6
4
な

の
に
対
し
て
製
造
業
は
2
・
1
3
と
、
最
終

需
要（
国
産
品
）１
単
位
が
発
生
し
た
際
に

は
、
他
産
業
に
2

・1
3
倍
の
影
響
が
あ
る
。

（
図
表
1
）
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ま
た
、
近
年
に
お
い
て
は
、
中
国
国
内
の

人
件
費
が
20
年
前
と
比
較
し
て
北
京
で
7
・

3
倍
、
上
海
で
7
・
5
倍
と
な
る
な
ど
、
海

外
拠
点
に
お
け
る
人
件
費
の
高
騰
の
影
響
も

あ
り
、
2
0
1
5
年
度
の
海
外
設
備
投
資

（
計
画
）は
前
年
度
比
4
・
1
％
増
と
微
増
で

あ
る
一
方
、
国
内
設
備
投
資
は
16
・
3
％
増

と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
生
産
拠
点
の
国
内

回
帰
の
動
き
が
み
ら
れ
る（
図
表
2
）。
経

済
産
業
省
が
昨
年
末
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
13
・
3
％
の
企
業
が
国
内
に

生
産
拠
点
を
戻
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し

て
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
①
品
質
や

納
期
な
ど
、
海
外
で
の
も
の
づ
く
り
面
で
の

課
題
が
あ
っ
た
、
②
円
高
是
正
で
、
日
本
国

内
で
生
産
し
て
も
採
算
が
確
保
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
、
③
人
件
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り

海
外
の
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
、
の
３
点

で
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に
、
近
年
、国
内
で
の

も
の
づ
く
り
が
再
評
価
さ
れ
て
お
り
、「
強
い
」

国
内
の
現
場
を
作
る
こ
と
で
、
海
外
と
の
比

較
の
中
で
も
国
内
で
生
き
残
る
こ
と
が
で

き
、
他
産
業
に
も
良
い
循
環
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
。

地
域
の
中
堅
・
中
小
企
業
の

﹁
も
の
づ
く
り
現
場
﹂
の
強
化

　

2
0
1
4
年
３
月
に
経
済
産
業
省
で
は
、

ニ
ッ
チ
な
分
野
で
高
い
世
界
シ
ェ
ア
を
有

し
、優
れ
た
経
営
を
行
っ
て
い
る
企
業
を「
グ

ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
（
以

下
、
Ｇ
Ｎ
Ｔ
）
１
０
０
選
」
と

し
て
選
出
し
た
。
選
出
企
業
の

69
％
が
中
小
企
業
、
25
％
が
中

堅
企
業
で
あ
り
、
そ
の
所
在
地

は
首
都
圏
の
み
な
ら
ず
、
地
方

も
含
め
全
国
各
地
に
広
く
分
布

し
て
い
る
（
図
表
3
）。
ま
た

選
出
企
業
を
対
象
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
選
出
企
業

は
日
本
国
内
の
製
造
拠
点
を
中

心
に
製
造
・
輸
出
す
る
こ
と
や
、

海
外
展
開
を
行
う
際
も
日
本
国

内
の
雇
用
を
維
持
し
な
が
ら
展

開
す
る
こ
と
、
国
内
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
を
多
数
持
つ
と
い
う
特
徴

図表2　製造業の国内／海外設備投資の推移

図表3　輸出で稼ぐ地域の中堅・中小企業
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図表4　ＧＮＴ100選企業の特徴

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｇ

Ｎ
Ｔ
企
業
は
地
方
に
お
け
る
産
業
集
積
の

中
核
で
あ
り
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
含
め
た
雇

用
・
所
得
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。（
図
表
4
）

　

こ
の
よ
う
に
地
域
経
済
の
核
と
な
る
、
Ｇ

Ｎ
Ｔ
企
業
な
ど
の
「
中
核
企
業
」
の
創
出
や

更
な
る
発
展
の
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は
研

究
開
発
か
ら
生
産
、
海
外
展
開
に
至
る
ま
で

一
貫
し
た
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。（
図
表

5
）
地
域
経
済
を
さ
ら
に
活
性

化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中
核
企

業
に
対
す
る
研
究
開
発
や
海
外

販
路
開
拓
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
産
業
集
積
全
体
に
目
を

向
け
、
中
核
企
業
を
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
し
て
支
え
る
中
小
企
業

の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
圧
縮
や
在
庫

縮
減
な
ど
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
の
改

善
を
同
時
に
進
め
て
、
産
業
集

積
の
体
力
強
化
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
法

と
し
て
、
も
の
づ
く
り
現
場
で

の
経
験
が
豊
富
な
企
業
Ｏ
Ｂ
等

を
、
ス
ク
ー
ル
で
の
講
座
受
講

を
通
じ
て
カ
イ
ゼ
ン
指
導
者
と

し
て
再
教
育
し
、
製
造
業
や
サ

ー
ビ
ス
業
の
中
小
企
業
に
派
遣

し
て
指
導
を
行
う
活
動
に
着
目

し
た
。
地
域
に
は
生
産
技
術
に

秀
で
た
Ｏ
Ｂ
人
材
が
多
数
居
る
も
の
の
、
こ

う
し
た
人
材
は
「
生
産
管
理
の
プ
ロ
」
で

あ
っ
て
も
「
生
産
管
理
を
﹃
教
え
る
﹄
プ
ロ
」

で
は
な
い
う
え
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

知
識
は
社
内
・
業
界
特
殊
的
で
あ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
出
身
企
業

や
出
身
業
種
以
外
の
企
業
に
も
指
導
が
行

え
る
よ
う
、
現
役
時
代
に
培
っ
た
知
識
の
汎

用
化
を
行
い
、
他
社
に
教
え
る
方
法
を
学
ぶ

（
再
教
育
を
受
け
る
）
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

地
域
の
中
小
企
業
か
ら
は
、
日
々
の
業
務

に
追
わ
れ
て
現
場
改
善
に
ま
で
目
を
向
け
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
声
が
多
く
、
地
域
に
は

カ
イ
ゼ
ン
の
余
地
が
あ
る
企
業
が
多
く
存
在

す
る
。
そ
う
し
た
企
業
に
ス
ク
ー
ル
で
再
教

育
し
た
カ
イ
ゼ
ン
指
導
者
を
派
遣
し
、
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
行
う
こ
と
で
現
場
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
最
終
的
に
は
指
導
者

無
し
で
も
、
社
内
で
自
発
的
な
カ
イ
ゼ
ン

活
動
が
行
わ
れ
る
現
場
を
作
る
。
こ
れ
が

カ
イ
ゼ
ン
活
動
の
狙
い
で
あ
る
。
ま
た
、
カ

イ
ゼ
ン
運
動
は
地
元
に
眠
る
優
秀
な
Ｏ
Ｂ

人
材
に
対
し
て
、
カ
イ
ゼ
ン
指
導
と
い
う
新

た
な
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
熟

練
技
能
者
の
持
つ
技
術
の
海
外
流
出
防
止

に
も
効
果
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
少
な
い

人
手
で
現
場
を
回
す
こ
と
が
で
き
る
「
強

い
現
場
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
国
内
の
人

手
不
足
の
解
決
策
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は
平
成
27

年
度
予
算
で
「
カ
イ
ゼ
ン
指
導
者
育
成
事

業
（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
対

策
事
業
の
内
数
）」
を
確
保
し
、
カ
イ
ゼ
ン

指
導
者
の
育
成
ス
ク
ー
ル
の
運
営
及
び
育

成
し
た
指
導
者
の
中
小
企
業
へ
の
派
遣
を

行
う
民
間
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
必
要
経

費
の
２
／
３
を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
は
11
団
体
が
補
助
先
と

し
て
採
択
さ
れ
て
お
り
、７
月
以
降
、順
次
、

各
地
域
等
で
の
カ
イ
ゼ
ン
ス
ク
ー
ル
の
開

図表5　地域の中堅・中小企業に対する施策
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図表6　スクール立ち上げ状況

講
及
び
カ
イ
ゼ
ン
指
導
者
の
派
遣
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
山
形
大
学
、
群
馬
県
、
新

潟
県
長
岡
市
、
滋
賀
県
野
洲
市
で
は
以
前

か
ら
こ
う
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
そ
の
他
の
地
域
で
も
開
始

さ
れ
、
カ
イ
ゼ
ン
運
動
の
全
国
展
開
が
進
ん

で
い
る
。（
図
表
6
）
な
お
、
当
事
業
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
事
業
を
効
果
的
に
行
う

た
め
、
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
内

容
面
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
商
工
会
議
所
・

商
工
会
や
金
融
機
関
か
ら
の
カ
イ
ゼ
ン
ス
ク

ー
ル
の
受
講
生
や
カ
イ
ゼ
ン
指
導
者
の
派

遣
先
の
紹
介
な
ど
、
産
官
学
金
の
連
携
体

制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
。

カ
イ
ゼ
ン
運
動
の

全
国
展
開
に
向
け
て

　

カ
イ
ゼ
ン
指
導
者
に
よ
る
指
導
や
自
社

の
社
員
を
カ
イ
ゼ
ン
ス
ク
ー
ル
に
派
遣
し

て
、
カ
イ
ゼ
ン
活
動
を
進
め
た
企
業
で
は
、

現
場
の
生
産
性
向
上
の
み
な
ら
ず
、
新
た

な
販
路
開
拓
や
製
品
開
発
へ
の
波
及
効
果

も
期
待
で
き
る
。
群
馬
県
の
（
株
）
ハ
イ
・

テ
ッ
ク
と
い
う
医
療
機
器
や
通
信
機
器
、

半
導
体
装
置
等
の
部
品
製
造
・
組
立
を
行

う
企
業
で
は
、
群
馬
も
の
づ
く
り
改
善
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派
遣
事
業
（「
ぐ
ん
ま
改

善
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
事
業
）
に
よ
り
、
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
短
縮
や
在
庫
を
縮
減
、
次
に
、

自
社
の
社
員
を
「
群
馬
も
の
づ
く
り
改
善
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」
に
派
遣
し
て

カ
イ
ゼ
ン
手
法
を
学
ば
せ
、
同
ス
ク
ー
ル
修

了
生
を
中
心
に
カ
イ
ゼ
ン
活
動
を
継
続
的

に
行
う
と
共
に
、
活
動
を
全
社
的
に
展
開

し
た
。
そ
の
効
果
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
セ
ル

生
産
が
可
能
と
な
り
、
小
ロ
ッ
ト
の
新
規
事

業
も
受
注
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
例

も
あ
る
。

　

カ
イ
ゼ
ン
活
動
の
推
進
に
は
、
現
場
の

努
力
に
加
え
、
社
長
を
始
め
と
し
た
経
営

層
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

経
営
者
が
現
場
の
課
題
に
改
め
て
目
を
向

け
、
社
内
全
体
で
カ
イ
ゼ
ン
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
担
当
者
と
経
営
者
が
一
体

と
な
っ
た
強
い
現
場
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
後
は
、
も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国

民
運
動
を
全
国
的
な
運
動
と
し
て
推
進
し
、

カ
イ
ゼ
ン
活
動
に
よ
る
製
造
現
場
の
生
産

性
向
上
に
加
え
て
、
経
営
や
組
織
と
い
っ

た
企
業
全
体
の
体
質
強
化
を
十
分
意
識
す

る
と
と
も
に
、
製
造
業
の
カ
イ
ゼ
ン
の
取

組
を
サ
ー
ビ
ス
業
へ
も
展
開
す
る
こ
と
で
、

我
が
国
の
経
済
産
業
全
体
の
生
産
性
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。


